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研究成果の概要（和文）：本研究課題において，英語教育，日本語教育，国語教育という３つの言語教育分野を
横断的に研究するという挑戦的な研究を行った。その第一歩として，本研究課題において，各言語教育で使用さ
れる児童・生徒向け教材（小学生～中学生対象）を研究対象とし，学年別・年齢別に語彙・文法の縦断的調査を
行った。その結果，それらの特徴を，これまでに明らかにされている言語習得（母語・第二言語）の研究成果と
照らし合わせ，各教材の相違点や課題を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In this study subject, we conducted the challenging study of researching 
three language education fields in a cross-sectoral manner: English education, Japanese language 
education, and Japanese language education for native students. As the first step, in this study 
subject, we conducted the sectoral research on vocabulary and grammar classified by grade and age 
with educational materials for elementary and junior high school students used in each language 
education. As a result, the difference and problem of each educational material were clarified, 
those features compared with the results of previous studies of the language acquisition (native 
language and second language).

研究分野：日本語教育
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の特色は，これまで独立して研究され，独立して教材作成や教育が行われてきた三つの言語教育分野を横
断的に分析することである。各分野の専門家が協力し，横断的に教材を比較することによって，それぞれの特徴
が明らかになり，新たな課題が得られた。さらに，その結果，各教育の連携がうまく進むことによって，それぞ
れの言語教育の促進が可能となった。義務教育の中で行われている国語教育と英語教育，そして日本語教育が結
びつくことで，より効率的で深い言語習得が可能となる。また，グローバル化する社会の中で，普遍的な言語知
識の促進に資するような新たな教材の開発への糸口が見つかる可能性もある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
日本では、英語教育、日本語教育、国語教育はそれぞれ独立して行われている。しかし、

これらはすべて言語教育であり、対象とする言語の違い、そして第二言語教育（英語教育、

日本語教育）であるか母語教育（国語教育）であるかという点では異なる点もあるものの、

共通点も存在する。具体的には、近年の言語習得研究では、日本語か英語かといった対象

言語の違い、あるいは母語か第二言語かという違いに関わらず、否定の構造の違いによる

習得順序や文構造の習得順序など、習得過程には共通点が観察されることが指摘されてき

ている。 

また、小学校での英語教育の導入という現状を視野に入れた場合、国語教育と英語教育

の連携をさらに強める必要があることは周知のとおりである。そう考えた時、国語教育と

英語教育との間には母語か非母語かという違いが存在するが、その両者の溝を埋めるもの

として日本語を外国語として見る日本語教育の視点が欠かせない。上記三分野は本来、こ

のように密接な関係にあることが望ましいのだが、そうなっていないのが研究開始当初の

背景であった。 

各言語教育分野は日本国内における研究においても完全に独立しており、カリキュラム

や教材などを比較検討することは行われてこなかった。また、各言語教育分野に関する学

会もそれぞれ独立しており、それぞれの言語教育分野で明らかになってきた学習者の特徴

や教育上の課題などがほとんど共有されていないのが研究開始当初の背景であった。 
 
 
 
２．研究の目的 
上記の状況においては、同じように日本語を母語とする学生を対象に行われる国語教育

と第二言語としての英語教育の間で情報交換はほとんど行われておらず、それぞれの教育

が相互的に影響を与えることはない。しかし、例えば、主語・述語の概念、語形成規則、

文字と音の関係など、日英対照言語学の研究成果も含め、相互に連携を取ることで好影響

を与えうる題材は多数存在している。さらに、国語教育と第二言語教育（もしくは第三、

第四言語）としての日本語教育は共に日本語を対象言語とするものであるが、その間の比

較研究も少ない。しかし、先にも指摘したように、国語教育と英語教育との架け橋として

日本語教育の視点を取り入れることによって、新たな視点からの課題が見えてくる可能性

がある。 

本研究では、英語教育、日本語教育、国語教育という３つの言語教育を横断的に比較検

討することで、独立した言語教育から、有機的に結びついた言語教育をめざし、それぞれ

の言語教育に資する成果の提案を目指すものである。 
 
 
 
３．研究の方法 
対象とする各分野の教材を収集すると共に、教材に関する先行文献の収集を行った。文

献収集に関しては、各研究分担者で分担し、所属研究機関を通して行った。また、各言語

教育で使用されている教材に関する文献収集に加えて、各所属研究機関やそれ以外の機関

においてそれぞれの言語教育を研究対象としている他の研究者と意見交換を行い、知見を

深めた。 

各分野の教材の特徴を持ち寄り、分野間で横断的な共通点、相違点の分析を行った。言

語習得研究の成果との比較を行い、そこで得られた特徴とこれまでの母語・第二言語習得



研究でわかってきた言語習得上の特徴を比較することで、各教材の特徴と課題を探った。 
 
 
 
４．研究成果 

これまで行われてこなかった三つの言語教育分野を横断的に研究するのは、非常に大き

く新しい挑戦である。その第一歩として、本研究では各言語教育で使用される児童・生徒

向け教材（小学生～中学生対象）を研究対象とし、学年別・年齢別に語彙・文法の縦断的

調査を行い、以下の点を明らかにした。 

 各言語教育で育てようとするイメージ 

 提示される語彙リストと文法項目、およびその提示順序 

 教材の分量とその変化 

そして、それらの特徴を、これまでに明らかにされている言語習得（母語・第二言語）

の研究成果と照らし合わせ、各教材の相違点や課題を明らかにし、今後三分野を通して可

能な教育内容の改善方法、ならびに言語学習という視点から見た場合の効果的な三分野の

関係のあり方を提案した。 
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